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の
不
徴
収
及
び
高
等
学
校
等
就
学

支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
の

制
定
を
受
け
条
例
を
廃
止
す
る
も

の
で
す
。

道
の
駅「
安
達
」智
恵
子
の
里
、
和

紙
伝
承
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　

そ
れ
ぞ
れ
、
指
定
期
間
が
３
月

末
を
も
っ
て
終
了
す
る
た
め
、
引

き
続
き
株
式
会
社
安
達
町
振
興
公

社
を
指
定
管
理
者
に
指
定
す
る
も

の
で
す
。

名
目
津
温
泉
の
指
定
管
理
者
の 

指
定

　

今
年
７
月
オ
ー
プ
ン
予
定
の
同

温
泉
の
管
理
に
関
し
、
施
設
建
設

の
検
討
段
階
か
ら
協
議
を
重
ね
て

き
た
地
元
地
域
の
方
々
に
よ
っ
て

組
織
さ
れ
た「
名
目
津
温
泉
管
理

運
営
組
合
」を
指
定
管
理
者
に
指

定
す
る
も
の
で
す
。
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年
度
補
正
予
算 

　

年
度
末
を
控
え
、
事
務
事
業
の

執
行
結
果
や
今
後
の
見
込
み
に
よ

り
歳
入
歳
出
予
算
を
調
整
・
整
理

す
る
こ
と
が
主
な
内
容
で
す
。

一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ
２

０
９
，４
３
３
千
円
減
額
し
、
予

算
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
２
７
，０
８

７
，９
０
７
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

市
議
会
３
月
定
例
会

提
案
さ
れ
た
主
な
議
案

 

条　

例　

等 

道
路
附
属
物
駐
車
場
条
例
制
定

　

駅
前
広
場
の
利
便
性
と
路
上
駐

車
の
解
消
を
図
る
た
め
、
市
道
二

本
松
駅
前
広
場
線
に
駅
前
広
場
駐

車
場
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

岩
代
総
合
文
化
ホ
ー
ル
条
例
制
定

　

市
民
の
文
化
お
よ
び
体
育
の
振

興
を
図
る
た
め
、
岩
代
総
合
文
化

ホ
ー
ル
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

平
成
17
年
の
合
併
時
の
経
過
措

置
と
し
て
、
旧
安
達
町
の
現
業
職

員
で
あ
っ
た
者
の
う
ち
労
務
職
に

限
り
定
年
を
63
歳
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
他
の
職
員
と
統
一
を
図
る

た
め
定
年
を
60
歳
に
改
め
る
も
の

で
す
。

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
お
よ
び
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

県
人
事
委
員
会
勧
告
に
沿
っ
て
、

超
過
勤
務
手
当
て
の
支
給
割
合
の

引
き
上
げ
お
よ
び
勤
務
時
間
の
短

縮
等
に
つ
い
て
改
め
る
も
の
で
す
。

小
学
生
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

題
名
を
子
ど
も
医
療
費
の
助
成

に
関
す
る
条
例
と
改
め
、
市
の
子

育
て
支
援
施
策
と
し
て
、
10
月
１

日
以
降
、
対
象
者
を
中
学
生
に
相

当
す
る
年
齢
の
者
ま
で
拡
大
し
、

子
育
て
家
庭
の
負
担
軽
減
を
図
る

も
の
で
す
。

公
設
地
方
卸
売
市
場
条
例
の
一
部

改
正

　

卸
売
市
場
法
の
改
正
に
伴
う
市

場
間
競
争
の
激
化
等
を
踏
ま
え
、

市
公
設
地
方
卸
売
市
場
の
よ
り
適

正
か
つ
健
全
な
運
営
を
図
る
た
め
、

冷
蔵
庫
等
の
施
設
使
用
料
を
見
直

す
も
の
で
す
。

奨
学
資
金
給
与
条
例
の
廃
止

　

公
立
高
等
学
校
に
係
る
授
業
料

繁
栄　

希
望

　

喜
び
に
充
ち
た

　
　
　
　

二
本
松

繁
栄　

希
望

　

喜
び
に
充
ち
た

　
　
　
　

二
本
松

繁
栄　

希
望

　

喜
び
に
充
ち
た

　
　
　
　

二
本
松

〜
市
長
か
ら
の
手
紙
〜

　

は
る
か
に
望
む
安
達
太
良
の
残

雪
が
ま
ば
ゆ
く
輝
き
、
市
役
所
の

「
朝
河
桜
」の
つ
ぼ
み
が
、
ほ
こ
ろ

び
始
め
ま
し
た
。

　

二
本
松
青
年
会
議
所
の
皆
さ
ん

が
安
積
高
校
の
桜
を
株
分
け
し
て

植
え
て
い
た
だ
い
た
の
が
市
役
所

の「
朝
河
桜
」で
す
。

　

さ
て
、
朝
河
貫
一
は
、
正
澄
・

ウ
タ
の
長
男
と
し
て
二
本
松
の
根

崎
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

福
島
尋
常
中
学
校（
現
安
積
高

校
）時
代
、
卒
業
式
で
の
答
辞
を

流
暢
な
英
語
で
行
い
列
席
者
を
驚

か
せ
ま
し
た
。

　

英
語
の
辞
書
を
暗
記
し
て
は
、

一
ペ
ー
ジ
ず
つ
食
べ
て
、
残
っ
た

表
紙
を
校
庭
の
隅
の
桜
の
根
も
と

に
埋
め
た
の
が「
朝
河
桜
」で
す
。

　

東
京
専
門
学
校（
現
早
稲
田
大

学
）を
経
て
、
渡
米
、
ダ
ー
ト
マ

ス
大
学
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
大
学
院

で
学
び
、
日
本
人
初
の
イ
ェ
ー
ル

大
学
教
授
に
な
り
ま
し
た
。

　

比
較
法
制
史
学
者
と
し
て
国
際

的
に
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

太
平
洋
戦
争
に
面
し
て
は
、
祖

国
日
本
を
憂
慮
し
戦
争
回
避
を
訴

え
、
昭
和
天
皇
宛
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト

大
統
領
親
書
の
草
案
を
起
草
す
る

と
共
に
大
隈
重
信
総
理
大
臣
に

「
覇
権
な
き
ア
ジ
ア
外
交
」を
進
言

し
ま
し
た
。

　

政
治
、
経
済
、
外
交
、
教
育
あ

ら
ゆ
る
意
味
で
日
本
の
分
水
嶺
と

な
っ
た
二
十
世
紀
の
課
題
が
、
新

し
い
世
紀
に
引
き
継
が
れ
て
お
り

ま
す
。

　

朝
河
博
士
の
平
和
思
想
に
根
ざ

す
祖
国
愛
に
燃
え
た
言
論
活
動
な

ど
、
そ
の
精
神
は
、
今
、
な
お
警

鐘
を
打
ち
鳴
ら
し
続
け
て
お
り
ま

す
。

　

朝
河
博
士
の
生
涯
を
貫
い
た
真

理
を
求
め
る
不
屈
の
研
究
態
度
、

厳
正
中
立
、
公
平
、
無
私
、
不
偏

不
党
の
生
き
方
、
人
格
と
識
見
。

博
士
が
残
さ
れ
た
比
類
な
き
業
績
、

人
な
り
を
顕
彰
し
、
国
際
交
流
や

国
際
理
解
を
深
め
平
和
で
豊
か
な

世
界
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
朝
河
桜
」は
、
濃
紅
色
の
優
美

な
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

美
し
い
桜
や
自
然
、
歴
史
や
文

化
に
ふ
れ
あ
い
、
二
本
松
の
四
季

を
楽
し
ん
で
頂
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。


